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原子力プラントの更なる安全性向上のためには，安全設備などのプラントのハードウェアの拡充とともに，

運転員や発電所所員の異常対応能力の向上が必要である．本研究では，従来はあまり強調されてこなかっ

た，プラント機器の機能情報を把握するための訓練を提案する． 
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1. 緒言 東京電力(株)福島第一原子力発電所事故の教訓として，原子力プラントの更なる安全性向上には，

設備・装置や操作手順の継続的な改良・改善に加えて，プラントを運用（運転，保守）する組織や現場作

業員が，万一の危機的事態や脅威（リスク）に対応できるように育成・訓練することの重要性が指摘され

ている[1]．また，原子力発電所での教育・訓練の状況調査から，運転員のレベルに応じた体系的で適切な

教育・訓練が実施されていることが確認された．その一方で，万一の危機的事態や脅威に対する対応能力

を一層高めるために，教育・訓練メニューの追加が望ましいと考察された． 

2. 追加が望ましい教育・訓練メニュー 追加が望ましい教育・訓練メニューは，1) 機器の機能情報を含め

た操作手順書の深い理解のための教育・訓練，2) 驚きを伴う事態の訓練，3) チーム力を最大限発揮するた

めの能力を磨く訓練である．これらのうち本報告では，教育・訓練メニュー1)について述べる． 

3. プラント機器の機能情報把握の訓練 

3-1. 異常事態の対応に必要な情報 異常事態

や脅威への対応操作の計画・実施に必要な情報

は図１のようにまとめられる．対応操作の実施

に必要な情報だけでなく，対応操作の根拠や機

器の機能に関する情報の把握が必要である． 

3-2. プラント機器の機能情報の把握のための

訓練 プラント機器の機能情報も意識させて，操

作手順書の内容を深く理解させるために，異常な事態への対応操作を記載した操作手順書の操作に対して，

操作目的，操作のためのリソース，操作条件，操作後のプラント挙動，効果や副作用を回答させることに

より，対応操作の機能情報を含めた根拠情報を把握させる．また，その操作ができない場合の代替の対応

操作手順も回答させて，プラント機器の機能や能力に関する知識を充実させる．機能情報の把握により，

手順書操作の理解が深まるとともに，代替の対応操作を発想する能力が高まると期待される． 

3. 結論 異常事態への対応能力向上を目的に，プラント機器の機能情報把握のための訓練メニューを提案

した．適用に際しては，現在実施の教育・訓練との時間配分や効果の評価方法の十分な検討が必要である． 
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図 1 対応操作の計画・実施に必要な情報 
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